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51，523世帯（前月比1世帯増）

162，798人（前月比143人増）

80，992人

81，806人

世帯数

人口

男

女

燃
え
る
ゴ
ミ
の
収
集
日
に

1
1
月
5
日
か
ら
実
施

市
で
は
、
来
る
十
一
月
五
日
か
ら
、
筒
型
乾
電
池
を
有
害
ゴ
ミ

と
し
て
分
別
収
集
し
ま
す
。
使
用
済
み
乾
電
池
は
、
処
理
す
る
過

程
で
含
有
水
銀
に
よ
り
、
環
境
汚
染
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
不
安
を
除
く

た
め
収
集
を
実
施
。
燃
え
る
ゴ
ミ
の
収
集
日
の
う
ち
、
月
・
火
・

水
曜
日
に
燃
え
る
ゴ
ミ
と
区
別
し
て
収
集
し
ま
す
。
住
み
よ
い
環

境
づ
く
り
の
た
め
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

燃
え
る
ゴ
ミ
と
分
け
定
点
へ

来
る
十
一
月
五
日
か
ら
実
施
す

る
筒
型
乾
電
池
の
収
集
は
、
使
用

済
み
の
乾
電
池
の
堕
亘
の
増
加

や
、
含
有
水
銀
に
よ
る
懲
書
染

へ
の
市
民
の
皆
”
刄
の
不
安
か
吸

く
た
め
行
う
’
い
）
の
で
す
。

収
集
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
の
収
集

日
の
う
ち
月
・
火
・
水
曜
日
に
当

た
る
日
に
、
市
の
収
集
車
で
燃
え

る
ゴ
ミ
と
区
別
し
て
行
い
ま
ｙ
。

▲乾電池収集の啓発用看板が置かれたゴミ定点（10月16日、南陵町で）

こ
の
た
め
、
不
用
に
な
っ
た
筒

型
乾
電
池
か
2
ミ
と
し
て
出
す
時

は
、
筒
型
乾
電
池
だ
け
夕
昌
明
の

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
口
を
し
っ

か
ぴ
し
ば
り
、
燃
え
る
ゴ
ミ
と
は

区
別
し
て
定
点
に
置
い
で
ぞ
だ
さ

い
。収

集
軍
で
果
の
ら
れ
た
乾
電
池

は
、
城
南
衛
生
管
理
組
合
の
長
谷

こうなります…乾電池の回

収

山
清
掃
工
場
へ
運
ば
れ
、
保
管
庫

で
一
定
期
間
集
積
し
た
後
、
北
海

道
に
あ
る
水
銀
回
収
処
理
業
者
に

安
全
な
処
理
を
委
託
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
未
了
。

　
使
用
済
み
乾
電
池

1
人
1
年
間
で
7
個

　
市
が
五
十
九
年
七
月
に
市
内
の

筒
型
乾
電
池
の
廃
棄
状
況
を
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
市
民
一
人
当
た
り

一
年
間
で
お
よ
そ
七
個
の
乾
電
池

を
。
燃
え
な
い
ゴ
ミ
”
と
い
っ
し

ょ
に
廃
罵
こ
れ
ら
の
乾
電
池
は
、

他
の
燃
え
な
い
ゴ
ミ
と
共
に
仙
郷

山
埋
め
立
て
地
で
処
理
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

使
用
済
み
の
乾
原
器
燃
え
な

い
ゴ
ミ
と
い
っ
し
ょ
に
地
中
へ
埋

め
て
し
ま
シ
と
、
長
い
歳
月
の
問

に
は
乾
電
池
の
表
面
金
属
が
腐
食

し
、
中
か
ら
ぶ
銀
が
流
れ
出
康
Ｋ

流
れ
出
た
水
銀
は
有
機
水
銀
と
な

紅
将
来
、
自
然
環
境
の
破
壊
、
生

活
環
境
の
危
機
敬
£
糾
す
恐
れ

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
串
子
。

ま
た
、
最
近
で
は
乾
電
池
の
寿

命
を
祇
ぼ
す
た
め
に
、
水
銀
含
有

量
の
多
い
水
銀
電
池
や
酸
化
銀
電

池
、
ア
ル
カ
リ
電
池
な
芦
示
急
増

４
’
お
母
さ
ん
頑
張
っ
て
″
と
励
ま
さ
れ
な
が
ら
の
親
子

健
康
体
操
（
1
0
月
1
0
日
、
太
陽
が
丘
で
）

第3回市民スポーツまつり

秋空の下、歓声響く

太陽が丘へ6,000人

体
育
の
日
の
十
日
、
宇
治
市
民

ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
・
太
陽
が
丘
ス

ポ
ー
ツ
カ
ー
ニ
バ
ル
が
、
府
立
山

城
総
合
運
動
公
園
（
太
陽
が
丘
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
あ

い
に
く
の
曇
り
空
で
肌
寒
さ
か
感

じ
た
も
の
の
、
家
鳩
2
り
や
チ
ビ

ツ
子
た
ち
約
六
千
人
が
、
体
力
テ

ス
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
干
‐

シ
ョ
ン
な
ど
で
、
芦
Ｑ
や
か
な
汗

か
流
し
て
い
ま
し
た
。
親
子
健
康

体
操
で
は
、
日
ご
ろ
連
動
不
足
が

ち
な
お
母
さ
ん
・
Ｓ
Ｓ
≫
＞
’
子
芦
石
た

ち
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
挑
戦
。
こ

の
外
、
テ
ニ
ス
や
ダ
ン
ス
、
健
康

相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
い
ず
れ
も

行
列
が
続
く
程
の
盛
況
ぷ
り
で
終

Ｂ
歓
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

市
民
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
は
、
市

民
体
育
の
振
興
と
健
辰
つ
く
り
を

目
指
し
五
十
七
年
に
開
始
。
こ
と

し
で
三
回
目
に
な
り
ま
ｙ
。

381

し
て
い
ま
ず
。
市
で
は
こ
の
程
、

有
害
ゴ
ミ
と
し
で
筒
型
乾
電
池
の

回
収
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し

た
が
、
太
来
は
生
産
套
社
が
責
任

か
痔
っ
て
処
理
す
べ
き
も
の
で
あ

り
、
今
後
も
メ
ー
カ
ー
側
へ
の
要

請
か
続
け
て
い
き
た
い
と
考
凡
て

い
ま
ず
。

な
お
、
ボ
タ
ン
型
電
池
に
つ
い

て
は
、
従
来
ど
お
り
ボ
タ
ン
電
池

回
収
箱
（
電
気
器
具
店
、
カ
メ
ラ

店
、
時
訂
店
な
ど
に
設
置
）
に
入

ゴミ

れ
て
ぐ
だ
さ
い
。

市
民
の
哲
兄
も
、
乾
電
池
の

廃
棄
方
法
か
必
ず
守
っ
て
い
た
だ

き
、
住
み
よ
い
環
境
つ
ぐ
り
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
1
示
ｙ
。

ご
協
力
く
だ
さ
い

分
別
・
水
切
り
・
再
利
用

ゴ
ミ
対
策
は
、
都
市
問
題
の
中
で
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
ゴ

ミ
を
出
す
前
の
「
分
別
・
水
切
り
・
再
利

用
」
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
提
言
。
各
ご
家

庭
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

清
潔
で
快
適
な
忠
漕
賃
を
つ

く
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
が
ゴ

ミ
処
理
。
市
で
は
、
毎
年
増
え
続

▲古紙回収で資源の再利用を

け
る
ゴ
ミ
に
対
Ｓ
す
る
た
め
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
『
分
別
・
水
Ｓ
ｓ
ｉ

・
再
ｍ
ｍ
の
三
つ
0
ル
ー
ル

夕
提
言
し
て
い
拿
疋

市
民
一
人
ひ
と
ぴ
が
、
自
分
の

出
オ
ゴ
ミ
に
責
任
忿
持
っ
て
い
た

だ
き
、
公
害
を
防
ぎ
ゴ
ミ
奮
幻
率

的
に
処
翠
ず
る
た
め
ぜ
ひ
、
ご
協

力
ぐ
だ
さ
い
。

▼
分
別
・
・
・
燃
え
る
ゴ
ミ
と
燃
え
な

い
ゴ
ミ
’
ｌ
ｕ
＾
ａ
に
1
1
月
5
日
か

ら
は
、
筒
型
乾
電
池
を
区
別
し

て
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

▼
水
切
り
・
・
・
流
し
で
水
切
昨
今
干

分
に
し
、
ｇ
6
に
ポ
ジ
袋
の
隅

を
切
り
、
軽
く
押
穿
八
て
水
を

出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

▼
再
生
利
用
・
・
・
市
が
実
施
し
て
い

る
古
紙
回
収
事
業
や
不
用
品
情

報
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
捨
て
る
前

に
再
利
用
を
考
凡
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

見
か
け
た
ら
通
報

を

市
で
は
、
市
民
の
皆
章
ん
の
ご

協
力
欠
得
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の

絶
滅
に
努
め
て
い
‘
’
ヂ
。
ゴ
ミ
を

山
間
地
や
空
各
地
に
、
不
法
投
棄

し
て
い
る
戮
笞
発
見
し
た
ら
、

直
ち
に
清
掃
事
務
所
（
豊
⑩
3
1

4
1
）
ま
で
通
報
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

緊
急
の
場
合
は
、
警
察
の
一
一
〇

番
で
も
客
扮
け
て
い
ま
ｙ
。

筒型乾電池を

収集

筒型乾電池は

ボタン型乾電池は
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昭
和
六
十
年
度
の
宇
治
市
立
幼

稚
園
児
を
募
集
し
示
す
。
な
お
、

宇
治
市
就
学
前
教
育
問
題
懇
談
会

の
提
言
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
一

年
保
育
（
五
歳
児
）
に
加
え
て
、

六
十
年
廣
か
ら
二
年
保
育
（
四
歳

児
）
を
二
年
間
、
思
落
と
大
久

保
幼
稚
園
の
二
園
で
試
行
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

入
園
で
き
る
幼
5
ｉ
．
＜
ｏ
）
一
年
保

育
（
五
歳
児
）
・
・
・
昭
和
五
十
四
年

四
月
二
日
～
五
十
五
年
四
月
一
日

市
税
収
入
の
中
で
、
市
民
税

と
と
も
に
重
要
な
固
定
資
産
税

固定資産税を納める人（Ａ表）

土地
土地ａ．記簿や土地補充課税台帳に所

有者として登記・登録さｆｌている人

家屋
建物登記簿や家屋補充課税台帳に所

有者として登記・登録されている人

價却資産
償却資産課税台帳に所有者として登

録されている人

ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
思
旦
一
年
保

育
（
四
歳
児
）
・
：
昭
和
五
十
五
年

四
月
二
日
～
五
土
〈
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
去
忿
幼
児
。

な
お
、
申
し
込
み
時
現
在
、
保

護
者
と
と
も
に
市
内
に
居
住
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

受
付
日
時
・
・
・
各
幼
稚
園
と
も
、
十

一
月
五
日
間
（
五
歳
児
の
み
）
、

六
9
㈹
（
四
・
五
歳
児
と
も
）
、
七

日
團
（
四
歳
児
の
み
）
の
三
日
間

で
、
時
間
は
午
後
一
時
半
か
ら
四

時
ま
で
。

手
続
き
：
入
園
舎
現
手
る
幼

稚
園
へ
、
該
｛
ず
る
受
付
日
に
幼

児
同
伴
で
入
園
塑
夏
拠
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
入
園
願
書
は
、

十
一
月
一
日
か
ら
七
ほ
ま
で
の
間
、

入
園
舎
乖
望
ず
る
幼
稚
園
で
お
渡

レ
ｙ
岑
ｙ
。

入
園
の
許
可
・
～
入
園
許
可
書
は
、

後
日
保
護
者
に
郵
送
し
柔
ｙ
。
－
な

お
、
入
園
を
希
菜
葛
幼
稚
園
で

5
募
者
数
が
募
集
人
数
牽
上
回
っ

た
場
合
は
、
仙
珊
浹
定
し
濠
す
。

ま
た
、
募
集
人
数
に
満
た
な
い
園

に
つ
い
て
は
、
引
真
饗
募
集
を

受
け
付
け
柔
ｆ
。

入
園
に
つ
い
て
の
お
問
な
Ｂ

せ
は
、
缶
切
稚
園
ま
た
は
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課
（
ａ
⑩
1
1
4

1
）
ま
『
（
学
校
教
育
課
）

・
都
市
計
画
税
。
今
回
か
ら
、

そ
の
内
容
や
課
税
の
仕
組
み
に

つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
柔
す
。

▽
固
定
資
産
税
と
は

固
定
資
産
税
は
、
不
動
産
（
土

地
・
家
屋
）
や
償
却
資
産
（
工

場
の
機
械
設
備
な
ど
）
。
に
課
税

市立幼稚園・募集園名と募集人数

園名
募集人数

所在地 電話
4歳児5歳児

菟道
人－

人

120 宇治妙楽128－121－2703

棋島 － ｓｏ横島町石橋13 21－2708

伊勢田 － 120 小倉町西山44 22－1503

大久保 35 80 大久保町山ノ内341－7224

平盛 － 160
大久保町平盛30－4 44－7447

神明 － 120 宇治野神57 22－0495

東宇治 35 80 五ヶ庄梅林官有地31－8259

木幡 － 80 木幡桧尾47－1 32－9439

お
知
ら
せ

市
・
府
民
税
の
納
期

十
月
は
市
・
府
民
税
第
二
期
分

の
納
期
月
で
ｙ
。
納
期
限
ま
で
に

最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
め
で
く

だ
さ
い
。
（
納
税
課
）

　
ア
ル
バ
イ
ト
の
募
集

▼
対
象
…
1
8
歳
～
4
0
歳
（
高
校

生
は
不
可
）
▼
勤
務
・
・
・
隔
週
土
・

日
曜
日
の
午
前
9
時
～
午
後
5
時

ま
で
の
中
央
図
書
館
業
務
▼
募
集

・
・
・
若
干
名
▼
申
に
込
み
・
問
い
合

わ
せ
・
・
・
市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を

固
定
資
産
税
額
は
、
Ｂ
表
の

よ
ラ
な
忠
聊
評
算
さ
れ
ま
ず
。

な
お
、
固
定
資
産
の
評
価
額
は
、

息
天
臣
が
定
め
た
評
価
某
準

に
萬
つ
い
て
決
定
。
土
地
・
家

屋
に
つ
い
て
は
、
基
準
年
度
（
三

年
ご
と
）
に
評
価
替
え
が
行
わ

評
価
替
え
は
3
年
ご
と
に

固定資産税

さ
れ
る
税
金
で
す
。

▽
固
定
資
産
税
を
納
め
る
人

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者

は
、
毎
年
一
月
一
日
現
在
、
市

内
に
土
地
や
家
屋
、
ま
た
は
償

却
資
産
方
屏
有
す
る
人
で
、
具

体
的
に
は
Ａ
表
の
と
お
り
で
す
。

▽
税
額
の
計
算
方
法

れ
未
了
。
こ
の
時
に
決
定
し
た

評
価
額
は
、
地
目
の
変
更
や
土

地
の
分
合
筆
、
家
屋
の
増
改
築

な
ど
が
あ
っ
た
場
合
を
除
責

三
年
間
据
え
置
か
れ
ま
す
。

償
却
資
産
に
つ
い
て
は
、
毎

年
個
々
の
資
産
の
取
得
価
額
を

基
に
、
減
価
償
却
し
て
決
め
ら

添
え
て

1 0
月
2
6
日
ま
で
に
教
育
委

員
会
総
務
課
（
豊
⑩
？
4
1
）

へ
。
（
教
育
委
員
会
総
務
課
）

　
健
康
教
育
講
座

▼
日
程
・
・
・
下
表
の
と
お
り
（
時

間
は
午
前
1
0
時
～
正
午
）
▼
と
こ

。
ろ
・
・
・
小
倉
公
民
館
▼
定
員
・
・
・
5
0
人

▼
申
し
込
み
・
・
・
往
復
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、

「
健
康
教
育
講
座
受
講
希
芦
と
明

記
し
1
0
月
3
1
日
ま
で
に
小
倉
公
民

館
へ
▼
保
育
・
・
・
受
講
申
し
込
み
時

に
、
ヱ
ガ
も
（
二
歳
以
上
）
の
氏
名
・

性
別
・
生
年
月
日
を
書
い
て
同
時

に
。
定
員
2
0
人
。
お
や
つ
代
三
百

円
が
必
要
。
（
小
倉
公
民
館
）

れ
ま
す
。

▽
免
税
点

同
一
人
物
が
市
内
で
所
有
す

る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
産
ご
と
の

課
税
標
準
額
の
合
計
が
、
Ｃ
表

の
額
未
満
の
場
合
は
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
。

▽
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

課
税
の
基
礎
と
な
る
評
価
額

等
夕
登
録
し
た
固
定
資
産
課
税

台
帳
は
、
通
常
毎
年
三
月
一
日

か
ら
二
十
日
ま
で
の
間
、
市
役

所
で
納
税
義
務
者
に
無
料
で
お

見
せ
し
て
い
未
了
。

あ
な
た
の
財
産
に
か
か
る
税

健康教育講座の日程表

お買い物のめやす

消費者物価20（1
0月分）この公表価格は，ｗｎ初めに実施した消費生活モニ

ター店頭価格調査に基づくものです。（商工観光課）

品目 規格 平均価格
賃格状況

最高価格最低価格封≫Ｉ月比

灯油
18（店頭

円1．469％0．4

1，ぷ1，420

18ぞ配達 1．5190．51．6301．440

ガソリン
レギュラー11現金売り

146 0．7 155 133
テイッシュ

ペーｊ4－

400枚入1箱

けり本ッタス・χコッテ＜）150▲2．0 168 100

台所用ラップ
サランラップ30ｃ≫Ｘ20ｍ

213▲1．4 238 168
アルミホイル

25ｃ≪ｉＸ8ｍ 159 0 185 98

シャンプー 液体ポリ容器220Ｃこ花王エッセンシャル259 10．2 290 230
洗濫用粉石けん

2．4ｋｇ 891 0．8 950 780

牛肉
すきやき用中程度ｌ（×）ｅ

363Ａ4．2393 255

塩さ．け切身100ｇ 293Ａ0．3395 四

バレイショ ー爵1008 21 ▲16．0 32 15

キャベツ中玉約ｉｋｇ 137▲8．7 198 62

鶏卵
Ｍサイズパック入10個

215 8．0 238 180

食用油
ａｍサラダ油瓶入

1．65Ｏｇ 738 5．7 90）495

しよう油
キッコ―マン濃口暇入2ｔ

538 0．2 570 515

砂塘 上白1ｋｇ 260Ａ1．5288 208

小麦粉
ａ清小麦粉フラワー

1ｋｇ（薄力粉） 20）▲1．5 231 158
インスタント

コーヒー
ネスカフェ黒ラベル瓶入150ｇ

989 0．61．100 880

みそ タヶヤミソｌｋｇ295▲9．0 348 193

食／｛ン
普通品1斤（スライスしｔｏ，の）

196 21．0 170 ｍ

洗濯代
ワイシャツ白の長そで

143 0 180 120

月ａ テーマ 講師

11／6（火健康はいかに食事と

関連しているのか

奈良県立医大敬授．

山下節義ｓん

ＩＷ2 健康家族のための
食生活

市保健予防課
栄養士・保健婦

ｎ／16現代の食生活を

考える
京Ｂ，文教短期大学助教授玉川和子さん

11／19ＴＯ
現代の食環境

食品問題研究家

山崎万里さん

ＩＷ6 日本人にあった食生活とは伝統食を考える会官本智恵子さん

12／3（月）
健康な明日への

食生活 雑Ｅヨ賢

在
宅
障
害
者
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
十
一
月
に
行
う
事
業
で
す
。
申

金
は
、

め
究

あ
な
た
自
身
で
お
確
か

（
資
産
税
課
）

税額算定のあらまし（日表）

固定資産を評価後、その価格を決定し

それをもとに、課税標準額を算定。

ひ

課税標準額×税率（1．4％）＝税額

免税点（Ｃ表）

土地 15万円

家屋 8万円

償却資産100万円

し
込
み
・
問
い
合
幻
せ
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
（
豊
⑩

5
6
5
4
）
へ
。

〈
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
〉

▼
と
き
・
・
・
1
1
月
4
日
面
、

午
前
9
時
半
Ｌ
午
後
4
時

半
（
総
合
福
祉
会
館
前
に

簒
巳
▼
と
こ
ろ
・
・
・
青
少

年
野
外
活
動
総
合
セ
ン
タ

ー
（
城
陽
市
）
▼
内
容
・
・
・

飯
ご
急
管
λ
・
ゲ
ー
ム

ほ
か
▼
対
象
…
車
い
ず
利

用
者
▼
費
用
上
八
百
円
（

交
通
費
・
食
事
代
含
む
）
▼
申
し

込
み
・
・
・
1
0
月
2
8
日
ま
で
。

〈
料
理
教
室
〉

▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
1
8
Ｅ
面
、
午
前

1
0
時
～
午
後
1
時
▼
と
こ
う
：
総

合
福
祉
会
館
▼
内
容
・
・
・
季
節
の
和

風
料
理
▼
講
師
・
・
・
京
都
文
教
短
大

教
授
・
飯
塚
久
子
”
ん
▼
対
象
…

肢
体
障
害
の
人
▼
費
用
…
約
五
百

円
▼
申
し
込
み
…
1
1
月
4
日
ま
で
。

（
社
会
福
祉
協
議
合

　
巡
回
更
生
相
談
（
無
料
）

▼
と
き
…
1
0
既
曾
向
、
午
後

Ｌ
時
Ａ
時
▼
と
こ
ろ
・
：
総
合
福

祉
会
館
▼
対
象
－
ｔ
ｔ
定
・
耳
の
不

自
由
な
人
▼
内
容
・
：
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
・
再
交
付
、
ま
た
補
装

具
の
交
付
や
修
理
に
必
要
な
診
断
。

な
お
、
手
帳
の
交
付
や
再
交
付

に
は
印
鑑
と
顔
写
真
一
枚
（
縦
4

り
×
横
3
り
）
が
、
ま
た
補
装
具

の
交
付
や
修
理
に
は
印
鑑
が
必
要
。

▲印は減

現
在
補
装
具
か
使
用
中
の
人
は
、

必
ず
持
参
の
こ
と
。
（
福
祉
課
）

　
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

十
一
月
二
日
吻
か
ら
、
ポ
リ
オ

（
急
性
灰
白
髄
炎
）
生
ワ
ク
チ
ン

の
服
用
が
開
始
。
詳
し
ぐ
は
。
『
市

民
カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
び
き
』
次
た

は
『
牢
舎
市
政
だ
よ
り
』
四
月
一
日

号
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。
車
で
の
来

場
は
ご
遠
（
ｉ
＊
ｊ
°
（
保
健
予
防
課
）

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

サ
ー
ク
ル
活
勣
発
表
会

▼
と
き
・
・
・
Ｓ
ｉ
ｉ
ｉ
5
3
ｍ
ｇ
’
2
4
日

團
、
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
午
後

ｔ
時
▼
と
こ
る
・
・
総
合
福
祉
会
館

三
階
翌
屋
ほ
か
▼
展
示
作
品
・
：

こ
の
た
び
、
福
祉
タ
ク
シ
ー

制
度
が
西
足
。
こ
の
制
度
は
、

バ
ス
や
電
軍
な
ど
の
一
般
交
通

機
関
か
莉
用
困
難
な
重
度
心
4

障
害
者
の
襲
蓼

加
か
遥
め
る
た
め

に
、
障
害
者
が
利

用
す
る
タ
ク
シ
ー

料
金
の
一
部
か
福

助
す
る
も
の
で
ｙ
。

○
補
助
の
方
法
・
・
。

一
ヵ
月
一
人
当
た

り
千
円
（
百
円
券

十
枚
）
の
タ
ク
シ

ト
利
用
券
蔵
申

請
月
か
ら
一
年
分

牽
柔
な
の
で
交
付

福祉タクシーが発足

（
年
度
経
過
後
は
無
効
、
毎
年

申
請
が
必
要
）
○
利
用
で
き
る

タ
ク
シ
ー
・
・
・
京
阪
牢
治
・
加
茂
・

山
城
近
鉄
の
外
、
京
都
乗
用
自

俳
句
、
俳
画
、
書
道
、
華
道
、
茶

道
▼
演
芸
・
・
・
民
謡
、
謡
曲
、
舞
踊
、
’

三
味
線
、
カ
ラ
オ
ケ
、
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
▼
茶
券
・
・
・
一
席
二
百
円
。

（
孝
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
宇
治
の
風
景
画
展

▼
と
き
・
・
・
1
0
月
2
8
ほ
面
～
1
1
月

4
日
0
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時

▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ

ー
一
二
階
。
（
商
工
観
滋
課
）

動
車
協
会
・
京
都
個
人
タ
ク
シ

ー
協
会
・
全
京
都
個
人
タ
ク
シ

ー
協
同
組
合
加
盟
の
タ
ク
シ
ー

（
Ｍ
Ｋ
・
三
和
・
駒
は
利
用
不
可
）

○
対
象
者
・
・
・
・
市
内
に
居

住
し
、
身
体
障
害
者
手

11月1日から受け付け

帳
・
療
育
手
帳
の
交
付

を
膏
け
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
。
①

視
覚
の
障
害
程
度
が
Ｉ

・
二
級
②
下
肢
お
よ
び

体
幹
の
障
害
程
度
が
Ｉ

・
二
級
③
Ｅ
心
臓
営
λ

臓
ま
た
は
呼
吸
器
機
能

の
障
害
程
度
が
一
級
④

療
育
手
帳
が
Ａ
○
申
し

込
み
・
・
・
身
体
障
害
者
手

帳
ま
た
は
療
育
モ
吸
と
、
印
鑑

が
必
要
。
蓉
科
け
は
十
一
月

一
日
か
ら
福
祉
課
刄

（
福
祉
課
）

　
街
灯
の
現
地
調
査

市
で
は
、
本
年
廓
か
醤
蕗
上

の
街
灯
の
設
置
状
況
や
管
理
者
な

芦
を
把
握
ず
る
た
め
の
調
査
受
行

い
ま
で
一
。
現
在
、
宏
川
右
岸
地

域
の
約
二
千
九
百
荼
を
対
象
に
、

来
年
の
一
月
に
向
け
て
調
査
中
で

す
。
調
査
は
、
市
が
マ
ル
ミ
チ
設
計

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
。
ご
協

力
寛
（
都
市
整
備
失
対
事
業
課
）

382

3
施
設
が
オ
ー
プ
ン

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
東
山
公
園

宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
東
側
の

東
山
公
園
（
折
居
台
）
が
完
成
。
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
（
全
大
侯
型
三
面
）
と

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
（
テ
ニ
ス

兼
用
三
面
）
は
、
十
月
二
十
八
日

か
ら
、
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
ず
。

▼
使
用
方
法
・
・
・
毎
月
1
5
Ｅ
か
ら

翌
月
分
の
使
用
申
請
奮
客
料
け
、

1
5
日
の
使
用
希
望
召
重
な
っ
た
場

合
は
、
後
日
調
整
（
本
年
1
0
月
分

は
2
2
日
か
ら
先
着
順
に
営
弧
仔

ま
ｙ
。
ま
た
、
1
1
月
分
は
2
2
Ｅ
か

ら
営
け
付
け
、
2
2
日
の
使
用
希
望

日
が
重
な
っ
た
場
合
は
2
8
日
に
調

整
）
▼
使
用
料
・
：
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

＝
Ｌ
時
間
に
つ
き
Ｌ
面
が
八
百
円

兼
用
コ
ー
ト
＝
1
時
間
に
つ
き
Ｌ

面
が
六
百
円
▼
申
し
込
み
・
問
い

命
り
せ
・
・
・
黄
聚
公
園
管
理
事
務
所

（
豊
⑩
1
9
0
5
）
へ
。

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト

～
五
ヵ
庄
～

こ
の
ほ
ど
、
多
目
的
運
動
広
場

用
地
（
五
。
庄
二
番
割
五
十
三
の

一
）
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
が

完
成
。
十
月
二
十
二
日
か
ら
目
由

に
使
用
い
た
だ
ｇ
手
］
。
た
だ
し
、

試
合
な
ど
で
専
用
使
用
を
む
希
望

の
場
合
は
、
事
前
に
市
民
体
育
課

ま
で
お
申
し
込
み
ぐ
だ
さ
い
。

　
広
野
中
学
校

夜
間
運
動
場

広
野
中
学
校
（
広
野
町
尖
山
3
）

の
運
動
場
に
、
市
内
’
に
初
め
て
の

夜
間
照
明
が
設
置
套
笛
し
た
。

▼
使
用
期
間
・
：
毎
年
ｔ
月
1
日

～
1
1
月
3
0
日
、
時
間
は
午
後
6
時

半
Ｌ
9
時
半
▼
使
用
で
き
る
人
・
：

原
則
と
し
て
市
内
に
在
住
ま
た
は

通
動
・
通
学
し
、
2
0
歳
以
上
の
貴
任

者
か
肴
す
る
1
0
人
以
上
の
団
体
で
、

学
校
開
放
運
営
委
員
会
に
登
録
し

て
い
る
こ
と
▼
使
用
方
法
・
：
毎
月

1
0
～
1
5
Ｂ
ま
で
に
翌
月
の
使
用
申

請
鴛
本
年
Ｕ
雰
は
、
1
0
月
2
6

日
ま
で
驀
Ｍ
付
け
▼
使
用
料
…
3
0

分
に
2
旱
円
▼
申
し
込
み
・
・
・
広

野
中
学
校
（
雲
9
1
1
1
6
）
へ

▼
問
い
合
わ
せ
・
：
市
民
体
育
課
へ
。

◇

　
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

▼
と
き
・
・
・
1
1
月
Ｉ
Ｒ
團
、
午
後

7
壁
Ｔ
＆
蒔
半
▼
と
こ
ろ
…
宇

治
中
学
校
体
育
館
▼
種
目
・
・
・
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
▼
対
象
・
・
・
個
人
・
グ
ル

ー
プ
を
闘
わ
ず
▼
持
参
品
・
：
上
靴
。

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

▼
と
き
・
：
‥
1
1
月
3
日
脚
、
午
前

8
時
半
ト
1
0
時
半
ま
で
深
け
付
け

（
小
雨
決
行
）
▼
と
こ
う
・
・
塔
の
島

▼
形
式
・
：
ス
コ
ア
Ｏ
Ｌ
▼
ク
ー
フ
ス

・
：
左
表
の
と
お
り
▼
参
加
費
・
：
個

人
＝
三
百
円
、
グ
ル
ー
プ
＝
一
人

に
つ
き
百
円
▼
申
し
込
み
・
：
直
接

会
場
へ
。

オリエンテーリング・クラス表

個

人

14～17歳、18－24歳，25～33歳、24－45歳

46歳以上．各クラス共男女別

団

体

一般組 男・15－55歳女・15～50歳

壮年組 男・56歳以上女・51歳以上

家族組
14歳以下、または男56歳■女51
歳以上を含む

少年少女組ｕ歳以下

11月5・6・7日受け付け

1・2年

保育

市民体育課

電話223

141

税を知る⑥

市立幼稚園児を募

集

市民体育のお知

らせ
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